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クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

4
4
4
4
4
4

4
4
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4
4
4

4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

当月末 増減
平均出席率
％

88.19
92.68
98.00
90.97
93.38
91.30
92.42
81.10
95.19
87.04
89.75
91.66
77.21
86.99
100.00
82.40
82.50
89.89
79.77
88.00
87.09
94.56
82.50
100.00
91.63
88.15
100.00
90.60
100.00
93.43
86.78
85.21
93.96
85.42
79.73
87.50
82.70
85.90
88.47
94.68
71.90
92.00
80.00
91.00
83.45
81.81
85.41
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一
　
　
　
７
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戸
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二
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明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　75RC
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7月1日

会 員 数

例会数
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当月末 増減 女性
平均出席率
％

94.88
99.22
93.84
92.16
95.03
100.00
87.91
87.48
96.40
91.10
92.58
100.00
97.60
100.00
96.56
100.00
98.83
91.13
87.93
90.28
91.38
85.23
89.19
93.59
98.23
84.17
100.00
83.03
100.00
93.17
88.79
100.00
94.02
100.00
95.70
95.56
88.10
96.82
98.75
89.56
93.76
91.50

36
42
44
38
31
23
214
44
32
25
22
12
21
156
52
43
40
33
27
25
220
22
22
43
50
36
7
34
25
239
151
110
31
9
80
14
21
416
54
32
22
31
13
37
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21
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44
37
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45
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25
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13
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52
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7
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9
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-1
1
0
-1
1
1
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0
1
1
4
0
1
0
2
2
0
5
1
0
2
1
2
0
0
2
8
6
1
0
0
1
0
0
8
0
0
0
-2
0
-2
-1
1
-4

◆クラブ数……………………………………　75RC
◆2016年７月１日　クラブ会員数………2,831人
◆2016年10月末　　クラブ会員数………2,871人
◆2016年10月末女性会員数………………　114人
◆2016年10月平均出席率…………………91.50％
◆増　減………………………………………　　40人増

国際ロータリー第2680地区　2016年10月出席報告
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43
40
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ロータリークラブの
会長と幹事の皆様

　12月は、「疾病予防と治療」月間です。この重
点分野におけるグローバル補助金プロジェクトの
ニーズと活動例を紹介します。

１．疾病予防
◆現状
　毎年世界で10億の人がデング熱やハンセン氏病
に苦しんでいますが、先進国での症例が少ないた
め製薬会社における予防接種や治療薬の開発が遅
れています。
◆活動例
・伝染病の予防方法を教える保健教育プログラム
を支援し、予防接種を推進する。
・伝染病の予防接種キャンペーンを実施する。
◆活動を成功させるヒント 
・医療や公衆衛生の専門知識をもつロータリー会
員に相談する。
・地元の病院、クリニック、大学、保健局と協力
し、これらの機関のリソースを活用してコスト
を抑える。
・地域の医療関係者や保健従事者を動員して予防
接種活動を実施する。
・地元の定評ある医療機関とパートナーシップを
結び、現在実施されている奉仕プロジェクトの
質と規模を高める。

２．医療の充実
◆現状
　世界には保健従事者の数が人口１万人あたり23
人に満たない国が57あり、毎年世界で240万人の
医師、看護師、助産師、熟練介護者が不足してい
ます。

◆活動例
・奨学金、助成金、啓発活動を通じて、保健従事
者の継続的な教育と研修を支援する。
◆活動を成功させるヒント
・地元の医療機関と協力して、さまざまな医療従
事者を対象とした研修プログラムを開発する。
一部の医療分野で人材が不足すると、医療機関
スタッフの負担が増すだけでなく、提供できる
医療の範囲が狭まる。
・医療従事者の住む地域で研修を行い、途中でや
めてしまう参加者が出ないようにする。

３．その他のニーズ
◆現状
・世界人口の６人に１人が医療費を払うことがで
きません。
・医療費の負担によって、毎年１億の人が貧困生
活に追い込まれています。
◆活動例
・医療が行き届いていない地域で低費用または無
料で医療を提供する。
・地域社会の医療インフラの改善
◆活動を成功させるヒント
・地元の医療機関に長期的な支援を提供する。
・より多くの人が医療機器や設備、最新医療を
利用できるようにするために、大きな医療企
業とのパートナーシップや医療機関との協力
を図る。
・広範囲の患者に対応できるよう可動式の医療技
術を取り入れる。

（リソース：ロータリーの重点分野）

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　室　津　義　定　（尼 崎 中）

ガバナーズレター　

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

アルカイックホール前の川辺（庄下川）
　1955（昭和30）年頃、西長洲町の波洲橋辺りの土手は、小学生たちの格好の遊び
場であった。まだ川の水もきれいで、川原にも自然が残っていた。その頃の波洲橋は木
製で、夏休みには、子どもたちが橋の上から川へ飛び込んだり、泳いだりしていた。
　その後、波洲橋は鉄筋コンクリートに造り替えられ、1975（昭和50）年頃には工場
排水や家庭排水でヘドロがたまり、水質汚濁が進んだ。しかし、1985（昭和60）年頃、
ヘドロ回収や護岸工事がなされ、川に滝も造られた。1994（平成６）年からは、市民ら
の清掃活動｢ラブリバー庄下川作戦｣も続けられている。そしてこの様な活動が水質浄
化につながり、1998（平成10）年頃には水も透き通り、再びコイやフナが泳ぐまでの
川に生まれ変わった。今では噴水や滝も流れ、夜にはライトアップもある庄下川、この川
の上を多くの鳥たちが飛び交う喜ばしい川の再生。憩いの場である川のほとりを、もう
失ってはならない。　　　　　　　　　　　　　　   （解説：市政100周年新聞より）

＊阪神尼崎駅より徒歩５分＊
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阪神尼崎
至梅田

至三宮

アルカイック
ホール

庄
下
川

波洲橋

2号線

（上郡佐用）
山本　孝昭

（尼崎東）
一谷　宣宏

米山功労者（2回）

（神戸西神）
工藤　涼二

（神戸西神）
吉川　孝郎

米山功労者（9回）米山功労者メジャードナー（11回）

（神戸西神）
河合　敏三

（神戸垂水）
善國　高豊

米山功労者（6回）

（尼崎東）
田村　征介

米山功労者（3回）米山功労者（5回） 米山功労者（4回）

（上郡佐用）
森　　正春

（神戸西神）
池田　實行

（上郡佐用）
谷脇　裕子

（上郡佐用）
寺本　英徳

（上郡佐用）
堤　　好美

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
池田　雅子

（神戸垂水）
藤田　和昭

米山功労者（1回）

（神戸西神）
折戸　善信

（神戸西神）
田中　康之

（上郡佐用）
宮本美智子

（神戸西神）
石津英一郎

◆年末年始休暇のお知らせ
　ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所：12月29日㈭～１月４日㈬

米山功労者（2回）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

故　荒巻　順一　氏（神戸東灘）
10月26日　享年75歳

訃 報

故　長部　謙吾　氏（甲子園）
10月27日　享年91歳

故　福田　孝治　氏（明石北）
11月５日　享年68歳

（上郡佐用）
朝来　忠平

（上郡佐用）
箸蔵　法岳

（上郡佐用）
田村　栄子

（上郡佐用）
大澤　直子

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
影山　裕一

（上郡佐用）
宮本美智子



2016-17  GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.6 1

ロータリークラブの
会長と幹事の皆様

　12月は、「疾病予防と治療」月間です。この重
点分野におけるグローバル補助金プロジェクトの
ニーズと活動例を紹介します。

１．疾病予防
◆現状
　毎年世界で10億の人がデング熱やハンセン氏病
に苦しんでいますが、先進国での症例が少ないた
め製薬会社における予防接種や治療薬の開発が遅
れています。
◆活動例
・伝染病の予防方法を教える保健教育プログラム
を支援し、予防接種を推進する。
・伝染病の予防接種キャンペーンを実施する。
◆活動を成功させるヒント 
・医療や公衆衛生の専門知識をもつロータリー会
員に相談する。
・地元の病院、クリニック、大学、保健局と協力
し、これらの機関のリソースを活用してコスト
を抑える。
・地域の医療関係者や保健従事者を動員して予防
接種活動を実施する。
・地元の定評ある医療機関とパートナーシップを
結び、現在実施されている奉仕プロジェクトの
質と規模を高める。

２．医療の充実
◆現状
　世界には保健従事者の数が人口１万人あたり23
人に満たない国が57あり、毎年世界で240万人の
医師、看護師、助産師、熟練介護者が不足してい
ます。

◆活動例
・奨学金、助成金、啓発活動を通じて、保健従事
者の継続的な教育と研修を支援する。
◆活動を成功させるヒント
・地元の医療機関と協力して、さまざまな医療従
事者を対象とした研修プログラムを開発する。
一部の医療分野で人材が不足すると、医療機関
スタッフの負担が増すだけでなく、提供できる
医療の範囲が狭まる。
・医療従事者の住む地域で研修を行い、途中でや
めてしまう参加者が出ないようにする。

３．その他のニーズ
◆現状
・世界人口の６人に１人が医療費を払うことがで
きません。
・医療費の負担によって、毎年１億の人が貧困生
活に追い込まれています。
◆活動例
・医療が行き届いていない地域で低費用または無
料で医療を提供する。
・地域社会の医療インフラの改善
◆活動を成功させるヒント
・地元の医療機関に長期的な支援を提供する。
・より多くの人が医療機器や設備、最新医療を
利用できるようにするために、大きな医療企
業とのパートナーシップや医療機関との協力
を図る。
・広範囲の患者に対応できるよう可動式の医療技
術を取り入れる。

（リソース：ロータリーの重点分野）

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　室　津　義　定　（尼 崎 中）

ガバナーズレター　

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

アルカイックホール前の川辺（庄下川）
　1955（昭和30）年頃、西長洲町の波洲橋辺りの土手は、小学生たちの格好の遊び
場であった。まだ川の水もきれいで、川原にも自然が残っていた。その頃の波洲橋は木
製で、夏休みには、子どもたちが橋の上から川へ飛び込んだり、泳いだりしていた。
　その後、波洲橋は鉄筋コンクリートに造り替えられ、1975（昭和50）年頃には工場
排水や家庭排水でヘドロがたまり、水質汚濁が進んだ。しかし、1985（昭和60）年頃、
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（神戸西神）
河合　敏三

（神戸垂水）
善國　高豊

米山功労者（6回）

（尼崎東）
田村　征介

米山功労者（3回）米山功労者（5回） 米山功労者（4回）

（上郡佐用）
森　　正春

（神戸西神）
池田　實行

（上郡佐用）
谷脇　裕子

（上郡佐用）
寺本　英徳

（上郡佐用）
堤　　好美

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
池田　雅子

（神戸垂水）
藤田　和昭

米山功労者（1回）

（神戸西神）
折戸　善信

（神戸西神）
田中　康之

（上郡佐用）
宮本美智子

（神戸西神）
石津英一郎

◆年末年始休暇のお知らせ
　ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所：12月29日㈭～１月４日㈬

米山功労者（2回）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

故　荒巻　順一　氏（神戸東灘）
10月26日　享年75歳

訃 報

故　長部　謙吾　氏（甲子園）
10月27日　享年91歳

故　福田　孝治　氏（明石北）
11月５日　享年68歳

（上郡佐用）
朝来　忠平

（上郡佐用）
箸蔵　法岳

（上郡佐用）
田村　栄子

（上郡佐用）
大澤　直子

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
影山　裕一

（上郡佐用）
宮本美智子



2016-17  GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.62

711号室の跡地に、シカゴロータリークラブの100周年を
記念して歩道に銘板がありました（右写真）。この一番
上の所にロータリーの２つのモットーが書かれておりま
した。（Feb. 23, 2005）
　それは、Service above selfとHe profits most 
who serves bestで1923年の決議で34号議案である
ということで有名な「決議23ｰ34」でロータリーのす
べての活動に関わる指針でロータリーの奉仕理念を確定
した唯一のドキュメントであると言われております。 
　この決議23ｰ34はロータリーの目的に基づくすべて
の実践活動に対する指針であると同時に、ロータリーの
２つの奉仕理念をロータリー哲学として確定した重要な
ドキュメントであります。超我の奉仕と訳すService 
above selfは弱者を助ける人道的奉仕活動、すなわち
社会奉仕と一部の国際奉仕活動を意味し、その理念を 
Service above selfというモットーで表しています。
この理念は「他者のことを思いやり、他者のために尽く
すこと」と定義されている社会奉仕、国際奉仕を含む人

道的奉仕活動の理念であります。 
　Vol.3ｰその１で述べました、奉仕の理念は奉仕の理想
のことで、英語ではThe Ideal of Serviceで「人に対
する思いやりを持って、人のお役に立つこと」とこの 
Service above selfは同じ意味だと考えたらいいと思
います。要するにプロジェクトを進めるにあたって、相
手の立場に立った思いやりの心を持って、相手や相手国
のお役に立つのだろうか、とよく考えてプロジェクトを
進めるべきであります。

Rotary Talk ロータリートーク

◆　◆　◆　◆　◆　ロータリー文庫　◆　◆　◆　◆　◆
〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433－6456・FAX（03）3459－7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館：午前10時～午後5時　　休館：土・日・祝日 

◎「ロータリーに関する十四の断章」（東京千種会） 松井幸雄 1973 147p

◎「ロータリーの道しるべ」 長崎南R.C. 1987 128p

◎「新会員のための『ロータリー情報』」 東京江東R.C. 1988 20p

◎「ロータリー・チャンネル」 長崎南R.C. 1992 44p

◎「ロータリー情報　広報ABC」（朝霞R.C.） 油木恒久 2000 93p

◎「ロータリーへのご案内　2001年版」 長岡成郎 2001 43p

◎「ようこそ・ロータリーⅡ ロータリーが10倍楽しくなる」 青森北東R.C. 2005 24p

◎「これだけは知っておきたいロータリーの基礎知識」 浦和R.C. 2010 74p

◎「ロータリーの日常の知識」 三木 明訳 2010 83p

◎「ロータリーの心と実践 2012年改訂版」 D.2660 2012 103p

［上記申込先：ロータリー文庫］

文　庫　通　信（350号）
デジタル化されたロータリー文献(５）

「国際貢献と奉仕理念」 その２ 地区研修リーダー　石井良昌（尼崎西）

　2001年１月23日にネパー
ルの岩村記念病院の竣工を見
たあと、次にカンボジアに目
を向け、ポルポト政権後のカ
ンボジアを知る為、首都プノ
ンペンにある日本領事館を訪
問して、カンボジアの情勢に
ついて勉強しました。そこで

知ったことですが、カンボジアでは地雷で手足を失くさ
れる方が今でも多く、この地雷除去をするには100年か
かると言われ、識字率の問題では文字が読めない人が多
数いることが分かりました。 
　そこで、地雷で足や手を失った人々のために、義肢装
具士を養成して人を育てようと考え、特に女性の義肢装
具士はあまりおられず、女性は診てもらわないとのこと
だったので、女性の義肢装具士を育てるため、３年間の
専門学校の学費を神戸東RCに見てもらい、若いチュダ
さんという女性がその後、卒業して義肢装具士の資格を
取り、現地の女性にとって大変助かったと聞かされ、嬉
しくなりました。 
　その後、タイの義肢装具士にも目を向け、タイの優秀
な義肢装具士を日本に招いて、兵庫県リハビリテーショ
ン・センターで日本の素晴らしい技術を学んでもらい、
帰国後も活躍されております。タイの義肢は地雷よりも
交通事故により、手足を失くされた方が多いとのことで
した。特に分かったことですが、弱い立場の方々がこの
地雷を埋めていくのだそうです。だからカンボジアの国
境付近に多くの地雷が隠されております。 
　次にフィリピンにおいて、識字率向上に役立つCLE
（Concentrated Language Encounter）すなわち語
学集中研修に注目しました。非識字（文盲）と貧困は悪
循環を繰り返します。識字率向上は貧困から脱出するた
めの極めて有効な手段となり、特に人口問題や環境問題
にも大きく貢献いたしますし、人口問題の解決の最大の
決め手は若い女性の教育であると言われております。ま
た、このCLEはこどもたちの未来を開く言語教育法であ
ると言われています。
　そこで、2002年12月にフィリピンの3800地区の
ノース・ベイ・イーストRCに源流の会主宰者の田中毅

PDGがCLEプロジェクトの参加要請を打診され、その
あと私が引き継ぎを受けました。その後３つのマッチン
ググラントを実施し、2006年２月にプロポーザル（提
案書）を出し、４年かかって2007年４月21日にCLEに
よる３Hプログラムが、日本で初めて承認されました。  

　この３Hプログラムの承認となると、年に２回は義務
で必ずフィリピンに行き、視察調査を続けて、2014年
の秋の最終報告書を提出するまで、11年間で計29回出
かけました。 
　３Hプロジェクトとは、クラブや地区が独力で実施す
るには大きすぎるプロジェクトが対象となり、終了後も
引き続き、地域の人々の自助努力で、暮らしを向上させ
る方法を教えるプロジェクトでなければなりません。魚
を与えるのではなく、魚の取り方を教えるのが、ロータ
リーのプロジェクトであります。魚を与えてもその日の
糧にしかなりませんが、魚の取り方を教えれば生涯の糧
になるという発想であります。「未来の夢」計画では、
この３Hプロジェクトが人道的プロジェクトのグローバ
ル補助金という名前に変更されましたが、このグローバ
ル補助金は６つの重点分野において、多大な影響をもた
らす持続可能なプロジェクトを支援するものです。 
　1905年２月23日に弁護士のポール・ハリス、洋服生
地商のハイラム・ショウレー、鉱山技師のガスターバス・
ロア、石炭商のシルベスター・シールの４人がロアの事務
所に集まったのがロータリークラブ設立の最初の会合とい
われております。このロアの部屋があったユニティビル

ロータリーの基本５

▲３Hプログラムとして、ロータリー財団から承認されたあと、
2007年９月にフィリピンの文部省で、ラプス文部大臣同席の
もと承認祝いの感謝のことばを述べました。
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　ロータリー財団創立100周年を祝って、ロータ

リー財団セミナーが10月23日（日）P.M.１：30

～P.M.５：00まで、神戸ポートピアホテル大輪

田の間で約210名の参加者の下、開催された。

　セミナーは、久野ロータリー財団委員長によ

る基調講話（テーマ：ロータリー財団の歩みに

ついて）からスタートし、続いて国際ロータ

リー第３ゾーンEPNZCの松本祐二氏（益田西

RC）による基調講演（テーマ：RIのポリオ撲滅

への道　これまでとこれから）があった。ポリ

オへの理解を深める素晴らしい講演であった。

　休憩の後、徳梅学友委員長のコーディネート

のもと財団学友４名によるパネルディスカッ

ション（テーマ：これからのロータリーに望む

こと）が行われ、学友による貴重な意見が寄せ

られた。

　その後、財団並びに補助金に関連する各委員

会による報告がなされ、最後にロータリー財団

100周年を記念して、新補助金制度がスタートし

てから、積極的に地区補助金を利用して社会奉

仕に貢献した７つのクラブ（尼崎西・尼崎南・

甲子園・篠山・神戸東・神戸南・香住RC）に対

して、その功績を讃えて表彰楯が授与された。

◆ロータリー財団セミナー

10月23日（日）◆神戸ポートピアホテル  大輪田の間

ロータリー財団委員会副委員長　矢野　宗司（加古川中央）

セミナー当日、ポリオプラス募金（ポリオTシャツ・ポロシャツを含む）を

ありがとうございました。

全部で68,800円集まりました。

皆様の善意に心から感謝いたします。

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2016年12月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今月号の担当 Zone 1 RC

■会員増強のためのリソースを利用しましょう
地区においても、クラブにおいても会員増強と維持は最も重要な取り
組みの一つです。会員が増加されると新しいアイディアが生まれ、クラ
ブの活動の幅が広がります。つまり、元気で活力あるクラブになりま
す。逆に会員が減少するとクラブの活力が失われます。
国際ロータリーでは会員の増強と維持のために様々な参考になる資料
を用意してあります。

これらの資料はロータリーのホームページ（My ROTARY）から次の
順序で進むと得ることができます。

ラーニング＆参考資料▶主題別▶会員増強

不都合な時は次のアドレスを直接入力してください。

http://www.rotary.org/myrotary/ja/learning-reference/learntopic/
membership

・クラブの健康チェック：クラブが地域社会にとって大切な存在で
あり続けるために、クラブを定期的に診断ツール。
・会員増強ガイド：地域にあった計画を立てよう：クラブ会員基盤
の発展に向けた戦略ガイド。
・会員増強のための評価ツール：クラブの現状評価ツール。
・奉仕と友情の輪を広げよう：ロータリーに積極的に参加するため
のさまざまな方法を紹介
・入会候補者情報プログラム：入会者探しのお手伝い
・元気なクラブづくりのために：活気あるクラブをつくるためのベ
ストプラクティスを紹介

■   クラブ数  会員数
Zone 1 830 28,699
Zone 2 651 28,187
Zone 3 793 32,944
合計 2,274 89,830
2016年11月７日現在のClub Centralの
データーです

■第１、２、３ゾーンの公共イ

メージコーディネーター（RPIC）

は各クラブが実施した奉仕プロ

ジェクトが紹介された新聞記事

を集め、その内容をインターネッ

ト上で閲覧できる仕組みを構築

しています。ロータリーの友10月

号にも投稿された記事が紹介さ

れています。記事の投稿と閲覧

はrpicjapan@gmail.comに件名

を「詳細希望」として空メールを

送信してください。手続きに関す

る詳細が自動送信されます。（Zone 1 RC 酒井正人）

Zones 1 & 2 & 3Zones 1 & 2 & 3
Zones 1 & 2 & 3
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　41組148名の参加者を迎え、国際ロータリー第2680地区ロータリー財団100周年記念事業ポリオ撲滅チャリ
ティーゴルフコンペが小野東洋ゴルフ倶楽部にて盛大に開催されました。
　天気の心配もする必要のない、一日晴天で絶好のゴルフコンペ日和となりました。
　絶好の天気の中、ロータリー間の友情をさらに深め、非常に有意義な時間を過ごせたことと思います。
　表彰式では素晴らしい料理を囲み、宮岡督修ポリオプラス小委員会委員（小野加東）の司会で、小西龍機ポ
リオプラス小委員長の開会の辞、室津ガバナーの挨拶、石丸ロータリー財団委員会副委員長の乾杯で始まりま
した。
　そして飛び賞の個人賞及び１～３位までの団体賞を順次発表し、表彰式は大いに盛り上がりました。
　最後に、今回のチャリティー総額（約1,170,000円）を石丸ロータリー財団副委員長に贈呈し、石丸副委員長か
らお礼の言葉をいただき、同じく矢野ロータリー財団副委員長の閉会の辞で閉会となりました。
　今回はロータリー財団創立100周年記念事業であり、昨年以上の大会にしたいということで、たくさんの方に
ご協力、御参加いただき、成功裏に終わりましたことを感謝申し上げます。

文責：ポリオプラス小委員会委員　仲田五郎（北条）

◆ロータリー財団創立100周年記念事業
　ポリオ撲滅チャリティーゴルフコンペ

10月20日（木）◆小野東洋ゴルフ倶楽部

ポリオプラス小委員長　小西　龍機（小野加東） 　米山奨学生、学友、カウンセラー、他ロータリアンの合計33名参加の下に米山日本文化セミナー篠山ツアー
を行いました。このセミナーの趣旨は、兵庫県下で勉強する米山奨学生が、地元兵庫の文化に触れる機会が少
ない事から、毎年恒例の行事として開催しております。
　午前８時45分に三宮で集合し、貸切バスで宝
塚の手塚治虫記念館を経由して篠山市を訪れま
した。篠山市に到着すると篠山RCの大西会長他
メンバーの皆さんのお世話で篠山の名所を観光
し、同RCメンバーの負け嫌い稲荷では、参拝祈
祷も体験させていただき、王地山陶器所では、
箸置きづくりも体験させていただきました。
　篠山RCのメンバーの皆さんと参加カウンセ
ラー、委員の皆さんのご協力で、奨学生や学友達
が無事、楽しく１日勉強と交流をさせていただけ
ました事を感謝とともにご報告いたします。

◆米山日本文化セミナー

11月13日（日）◆宝塚～篠山方面

米山奨学委員長　前田　靖文（神戸ベイ）

団体優勝　姫路ロータリークラブ 個人優勝
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　平成28年10月16日、RYLA学友会のつどい・総会を、神戸市勤労会館にて開催致しました。内容は１年間の事
業報告・事業計画・決算・予算・会則改訂など、議案に沿ってグループディスカッション形式にて審議を行い
ました。また、第38回RYLA受講生報告や柏原RC主催の前島国際青少年リーダー養成セミナー報告、深川純一
パストガバナーより「如何に生きるか」のご講演をいただき、学友会の更なる発展と進化を誓い閉会しました。

◆RYLA学友会のつどい・総会

10月16日（日）◆神戸市勤労会館

RYLA学友会　総務・研修委員長　目木　基喜

　2016-17年度I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN第１回懇親会を「秋の海をゆったりと眺め、海と親しむ」と題し、
会員ご家族・ご友人総勢41名で盛大に開催されました。
　当日は風が強く波も高かったため、船舶利用は中止し、大型バス及び自家用車でイノセント由良に集合しま
した。地元淡路の海の幸・山の幸と豊富なワインをたっぷりいただきました。桟橋で釣った小アジも新鮮で、
こちらも美味しくいただきました。
　I.Y.F.R.はロータリークラブの国際的な親睦活動として最も古く、1947年にイングランドで設立されました。 
最も活動的な同好会として世界中に広く知られています。合言葉は「FUN.FUN.FUN」。海、川、湖を愛し、
ヨット、ボートを愛するロータリアンであれば、船の有無にかかわらず、誰でも入会する資格があります。
ロータリーフラッグを船に掲げ、セーリングやクルージングを楽しみながら、クラブを越えて沢山の友人を
I.Y.F.R.で見つけていただけたらと思います。

◆I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN　秋の懇親会
11月６日（日）◆淡路島由良町

I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN幹事　香山　道宣（神戸東）

　当地区のホストのもと関西四地区交流会を行いま

した。近畿二府四県と福井に所属するローターアクター

が一堂に集う行事ですが、当日は全国から、またロー

タリーファミリーにも多数ご参加頂いた結果、225名

もの登録を頂きました。交流会では『兵庫で食べよ

う！兵庫で歌おう！』と題して、地域の特色や特徴に

ついてグループワークを通して知って頂き、楽しみな

がら交流を図ることが出来たと思います。

　この交流会のホストをするにあたり、４月より実行

委員会を立ち上げました。時には行きづまったり、悩

んだり、不安を抱えていた時期もありましたが、回を

重ねるごとに『成功させよう！』という気持ちが高く

なり、当日はそれぞれが自分の役割を全うしたことで裏テーマである『2680一致団結』もクリアできたように感

じます。今回の経験を通して第2680地区ローターアクトの絆はより深いものになり、一人一人が自信と誇りを持

つきっかけとなりました。この状況に満足せず、次のステップに向けて地区一丸となって取り組んで参ります。

　ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。

◆ローターアクト・関西四地区交流会

11月13日（日）◆ラッセホール

地区ローターアクト代表　守本枝里香

当日、ポリオプラス募金が1,600円集まりました。ありがとうございました。



2016-17  GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.6 9

　平成28年10月16日、RYLA学友会のつどい・総会を、神戸市勤労会館にて開催致しました。内容は１年間の事
業報告・事業計画・決算・予算・会則改訂など、議案に沿ってグループディスカッション形式にて審議を行い
ました。また、第38回RYLA受講生報告や柏原RC主催の前島国際青少年リーダー養成セミナー報告、深川純一
パストガバナーより「如何に生きるか」のご講演をいただき、学友会の更なる発展と進化を誓い閉会しました。

◆RYLA学友会のつどい・総会

10月16日（日）◆神戸市勤労会館

RYLA学友会　総務・研修委員長　目木　基喜

　2016-17年度I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN第１回懇親会を「秋の海をゆったりと眺め、海と親しむ」と題し、
会員ご家族・ご友人総勢41名で盛大に開催されました。
　当日は風が強く波も高かったため、船舶利用は中止し、大型バス及び自家用車でイノセント由良に集合しま
した。地元淡路の海の幸・山の幸と豊富なワインをたっぷりいただきました。桟橋で釣った小アジも新鮮で、
こちらも美味しくいただきました。
　I.Y.F.R.はロータリークラブの国際的な親睦活動として最も古く、1947年にイングランドで設立されました。 
最も活動的な同好会として世界中に広く知られています。合言葉は「FUN.FUN.FUN」。海、川、湖を愛し、
ヨット、ボートを愛するロータリアンであれば、船の有無にかかわらず、誰でも入会する資格があります。
ロータリーフラッグを船に掲げ、セーリングやクルージングを楽しみながら、クラブを越えて沢山の友人を
I.Y.F.R.で見つけていただけたらと思います。

◆I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN　秋の懇親会
11月６日（日）◆淡路島由良町

I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN幹事　香山　道宣（神戸東）

　当地区のホストのもと関西四地区交流会を行いま

した。近畿二府四県と福井に所属するローターアクター

が一堂に集う行事ですが、当日は全国から、またロー

タリーファミリーにも多数ご参加頂いた結果、225名

もの登録を頂きました。交流会では『兵庫で食べよ

う！兵庫で歌おう！』と題して、地域の特色や特徴に

ついてグループワークを通して知って頂き、楽しみな

がら交流を図ることが出来たと思います。

　この交流会のホストをするにあたり、４月より実行

委員会を立ち上げました。時には行きづまったり、悩

んだり、不安を抱えていた時期もありましたが、回を

重ねるごとに『成功させよう！』という気持ちが高く

なり、当日はそれぞれが自分の役割を全うしたことで裏テーマである『2680一致団結』もクリアできたように感

じます。今回の経験を通して第2680地区ローターアクトの絆はより深いものになり、一人一人が自信と誇りを持

つきっかけとなりました。この状況に満足せず、次のステップに向けて地区一丸となって取り組んで参ります。

　ご協力頂いた皆様、ありがとうございました。

◆ローターアクト・関西四地区交流会

11月13日（日）◆ラッセホール

地区ローターアクト代表　守本枝里香

当日、ポリオプラス募金が1,600円集まりました。ありがとうございました。



2016-17  GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  vol.610

地区委員会報告　

１．中嶋委員長より今回委員会の趣旨説明
　　諮問事項である「青少年交換の会計」

「青少年交換会計の独立化」「危機管理
基金」を協議することを説明された。

２．事務局より関連資料を配布し説明
３．協議・質疑応答・意見交換
　　昨年度派遣学生からの参加費徴収につい

て協議。また海外学生受入クラブ負担金
額と地区支援金が青少年交換事業では必
要であるが、透明性を高めることも求め
られた。

４．本日のまとめ（中嶋委員長）
５．次回は従前まとめとこれからの手続論

第４回戦略計画委員会
戦略計画委員会委員　滝内　秀昭（伊丹）

▶10月17日（月）
▶神戸三宮東急REIホテル メイプル

　オープン委員会として開催。甲子園クラブ

等３クラブ４名が参加。12月11日（日）神戸

ポートピアホテルで開催の職業奉仕セミナー

のタイムスケジュール確認。セミナーで、特

徴ある職業奉仕活動を行っている発表５クラ

ブと打合せ。クリムゾンフットボールクラブ

三木谷副会長より「フットボールビジネスと

職業奉仕」の講話を聞く。サッカー場の芝生

とゴールが間近に迫るレストランで昼食懇親

会。少し肌寒い中、ヴィッセル神戸と名古屋

グランパスの熱戦を観戦。サッカー観戦が初

めての会員は「来て良かった」と興奮気味。

第４回職業奉仕委員会
職業奉仕委員長　宇尾　好博（神戸中）

▶10月29日（土）
▶ノエビアスタジアム神戸

１．11月13日開催予定の日本文化セミナーに
ついて武本委員より、行程、食事等につ
いて説明を行う。

２．11月19日実施予定の米山面接官オリエン
テーションについて永松副委員長より説
明を行う。

３．滝澤財団タスクグループ委員より、米山学
友会兵庫主催のスリランカ旅行について

　　報告を行う。

第4回米山奨学委員会
米山奨学委員長　前田　靖文（神戸ベイ）

▶10月29日（土）
▶センタープラザ西館会議室

地区委員会報告／12月の地区活動予定

１．中嶋委員長より今回委員会の趣旨説明
　　第１部で従前のまとめを行い進捗確認し、
第２部で今後の委員会の進め方を協議し
た。結果、諮問事項を３課題に分類し３
グループで、特化深化した協議をするこ
ととなった。　　　　

２．事務局配布資料と武田副委員長による
資料の説明があった。

３．協議・質疑応答・意見交換
４．矢野GNより室津G・瀧川GE・矢野GNの
３者協議についての説明があった。

５．グループ毎に分かれて初回協議を行った。
　　委員会（全体会）の第６回（12/12）、
第７回（1/16）を休会し、グループ協議
に変える。

第5回戦略計画委員会
戦略計画委員会（事務局担当）　滝内　秀昭（伊丹）

▶11月14日（月）
▶神戸三宮東急REIホテル ローズ

委員、地区関係者など14名の出席で開会。
①前回の委員会以降の報告。
②地区内クラブから寄せられた質問書への回
答について協議した。
③7月より発効した標準RC定款やその他の組
織規定について各委員から意見を出し合い
協議した。
④2019年規定審議会や来年初開催の決議審議
会にむけ地区規定審議委員会として制定案、
決議案を準備するため協議した。第2680地
区からの従来の提案との整合性にも考慮し
つつ具体的に議論した。いくつかの候補を
得ることができた。予定時間を30分ほど超
過して閉会。

第４回規定審議委員会
規定審議委員長　大内　晋二（神戸須磨）

▶１１月２日（水）
▶ガバナーエレクト事務所会議室

月 地 区 活 動 予 定

  3（土）

  6（火）

  7（水）

  8（木）

10（土）

11（日）

13（火）

15（木）

18（日）

19（月）

14:00～15:15

17:00～19:00

16:00～18:00

16:00～18:00

16:00～18:00

16:00～18:00

 9:00～17:00

13:30～15:30

15:00～18:00

16:00～17:00

17:00～18:00

15:00～17:00

13:45～16:45

17:00～18:30

18:30～20:00

第７回補助金小委員会

第２回ガバナー連絡会議

第５回規定審議委員会

第３回ポリオプラス小委員会

第３回地区史編纂委員会

2017学年度米山記念奨学生面接選考会

職業奉仕セミナー

第２回次期ガバナー補佐会議・研修会

第２回ガバナー指名委員会

第２回ガバナー諮問委員会

第２回ガバナー補佐会議

2017-18年度補助金管理セミナー

第５回地域問題小委員会

青少年の集い第２回準備会

神戸学院大学附属高等学校

三宮研修センター405号室

ガバナーエレクト事務所会議室

ガバナーエレクト事務所会議室

ガバナーエレクト事務所会議室

ガバナー事務所会議室

神戸国際会館８F会議室

神戸ポートピアホテル南館 大輪田の間

西村屋たじま路

ガバナー事務所会議室

神戸ポートピアホテル本館 聚景園

西村屋和味旬彩

神戸ポートピアホテル本館B1F 和楽

ガバナー事務所会議室

神戸三宮東急REIホテル メイプル

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所

12

神戸学院大学附属高等学校インターアクト
クラブ認証状伝達式
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４．矢野GNより室津G・瀧川GE・矢野GNの
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５．グループ毎に分かれて初回協議を行った。
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第７回（1/16）を休会し、グループ協議
に変える。
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戦略計画委員会（事務局担当）　滝内　秀昭（伊丹）

▶11月14日（月）
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委員、地区関係者など14名の出席で開会。
①前回の委員会以降の報告。
②地区内クラブから寄せられた質問書への回
答について協議した。
③7月より発効した標準RC定款やその他の組
織規定について各委員から意見を出し合い
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決議案を準備するため協議した。第2680地
区からの従来の提案との整合性にも考慮し
つつ具体的に議論した。いくつかの候補を
得ることができた。予定時間を30分ほど超
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神戸学院大学附属高等学校インターアクト
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）

ベネファクタ― マルチプル・ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
井口　洋子

（上郡佐用）
池田　雅子

（上郡佐用）
半田　　充

（上郡佐用）
三浦　和泉

（上郡佐用）
深澤　景弘

（上郡佐用）
小谷　　豊

（上郡佐用）
森　　正春

（上郡佐用）
大岩　敏彦

（上郡佐用）
柳原　義宏

（上郡佐用）
山本　孝昭

マルチプル・ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
辻　洋一郎

（上郡佐用）
塚崎　　純

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）

炭酸飲料瓶詰
11/4入会

石垣　政昭

高　　　砂

バス事業
10/3入会 10/20入会

長尾　　真

姫　路　南

鉄骨工事
阿野真由美

和　田　山

不動産賃貸
11/18入会

江見　孝信

上 郡 佐 用

商業銀行
10/19入会

前田雄一郎

芦　　　屋 神 戸 ベ イ

損害保険
10/5入会

清水　俊行
内科
11/1入会

中島　保治
証券業
10/5入会

大下　健蔵

明　　　石

大学
11/11入会

板谷　昭彦

尼　崎　北

内科
11/2入会

川﨑　史寛

甲　子　園

自動車販売
7/5入会

瀧川　祥也
地方銀行
7/5入会

阪本　一朗

石油製品輸送
11/2入会

吉川　　弘

高 砂 青 松

大学
11/17入会

末吉　秀二

淡 路 三 原

団体保険
7/5入会

池本　昌永
生命保険
7/5入会

浅野　　康

姫　　　路

姫　　　路

ラジオ放送
7/5入会

森　　良治

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

アルカイックホール前の川辺（庄下川）
　1955（昭和30）年頃、西長洲町の波洲橋辺りの土手は、小学生たちの格好の遊び
場であった。まだ川の水もきれいで、川原にも自然が残っていた。その頃の波洲橋は木
製で、夏休みには、子どもたちが橋の上から川へ飛び込んだり、泳いだりしていた。
　その後、波洲橋は鉄筋コンクリートに造り替えられ、1975（昭和50）年頃には工場
排水や家庭排水でヘドロがたまり、水質汚濁が進んだ。しかし、1985（昭和60）年頃、
ヘドロ回収や護岸工事がなされ、川に滝も造られた。1994（平成６）年からは、市民ら
の清掃活動｢ラブリバー庄下川作戦｣も続けられている。そしてこの様な活動が水質浄
化につながり、1998（平成10）年頃には水も透き通り、再びコイやフナが泳ぐまでの
川に生まれ変わった。今では噴水や滝も流れ、夜にはライトアップもある庄下川、この川
の上を多くの鳥たちが飛び交う喜ばしい川の再生。憩いの場である川のほとりを、もう
失ってはならない。　　　　　　　　　　　　　　   （解説：市政100周年新聞より）

＊阪神尼崎駅より徒歩５分＊

❖今月の表紙
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阪神尼崎
至梅田

至三宮

アルカイック
ホール

庄
下
川

波洲橋

2号線

（上郡佐用）
山本　孝昭

（尼崎東）
一谷　宣宏

米山功労者（2回）

（神戸西神）
工藤　涼二

（神戸西神）
吉川　孝郎

米山功労者（9回）米山功労者メジャードナー（11回）

（神戸西神）
河合　敏三

（神戸垂水）
善國　高豊

米山功労者（6回）

（尼崎東）
田村　征介

米山功労者（3回）米山功労者（5回） 米山功労者（4回）

（上郡佐用）
森　　正春

（神戸西神）
池田　實行

（上郡佐用）
谷脇　裕子

（上郡佐用）
寺本　英徳

（上郡佐用）
堤　　好美

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
池田　雅子

（神戸垂水）
藤田　和昭

米山功労者（1回）

（神戸西神）
折戸　善信

（神戸西神）
田中　康之

（上郡佐用）
宮本美智子

（神戸西神）
石津英一郎

◆年末年始休暇のお知らせ
　ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所：12月29日㈭～１月４日㈬

米山功労者（2回）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

故　荒巻　順一　氏（神戸東灘）
10月26日　享年75歳

訃 報

故　長部　謙吾　氏（甲子園）
10月27日　享年91歳

故　福田　孝治　氏（明石北）
11月５日　享年68歳

（上郡佐用）
朝来　忠平

（上郡佐用）
箸蔵　法岳

（上郡佐用）
田村　栄子

（上郡佐用）
大澤　直子

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
影山　裕一

（上郡佐用）
宮本美智子
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ご入会おめでとうございます（敬称略・クラブ順）

ベネファクタ― マルチプル・ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
井口　洋子

（上郡佐用）
池田　雅子

（上郡佐用）
半田　　充

（上郡佐用）
三浦　和泉

（上郡佐用）
深澤　景弘

（上郡佐用）
小谷　　豊

（上郡佐用）
森　　正春

（上郡佐用）
大岩　敏彦

（上郡佐用）
柳原　義宏

（上郡佐用）
山本　孝昭

マルチプル・ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
辻　洋一郎

（上郡佐用）
塚崎　　純

ご協力に感謝します（敬称略・クラブ順）

炭酸飲料瓶詰
11/4入会

石垣　政昭

高　　　砂

バス事業
10/3入会 10/20入会

長尾　　真

姫　路　南

鉄骨工事
阿野真由美

和　田　山

不動産賃貸
11/18入会

江見　孝信

上 郡 佐 用

商業銀行
10/19入会

前田雄一郎

芦　　　屋 神 戸 ベ イ

損害保険
10/5入会

清水　俊行
内科
11/1入会

中島　保治
証券業
10/5入会

大下　健蔵

明　　　石

大学
11/11入会

板谷　昭彦

尼　崎　北

内科
11/2入会

川﨑　史寛

甲　子　園

自動車販売
7/5入会

瀧川　祥也
地方銀行
7/5入会

阪本　一朗

石油製品輸送
11/2入会

吉川　　弘

高 砂 青 松

大学
11/17入会

末吉　秀二

淡 路 三 原

団体保険
7/5入会

池本　昌永
生命保険
7/5入会

浅野　　康

姫　　　路

姫　　　路

ラジオ放送
7/5入会

森　　良治

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体的には、
次の各項を奨励することにある：

　第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；
　第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会とし
　　　　てロータリアン各自の職業を高潔なものにすること；
　第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕の理念を実践
　　　　すること；
　第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。

ロータリーの目的

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

アルカイックホール前の川辺（庄下川）
　1955（昭和30）年頃、西長洲町の波洲橋辺りの土手は、小学生たちの格好の遊び
場であった。まだ川の水もきれいで、川原にも自然が残っていた。その頃の波洲橋は木
製で、夏休みには、子どもたちが橋の上から川へ飛び込んだり、泳いだりしていた。
　その後、波洲橋は鉄筋コンクリートに造り替えられ、1975（昭和50）年頃には工場
排水や家庭排水でヘドロがたまり、水質汚濁が進んだ。しかし、1985（昭和60）年頃、
ヘドロ回収や護岸工事がなされ、川に滝も造られた。1994（平成６）年からは、市民ら
の清掃活動｢ラブリバー庄下川作戦｣も続けられている。そしてこの様な活動が水質浄
化につながり、1998（平成10）年頃には水も透き通り、再びコイやフナが泳ぐまでの
川に生まれ変わった。今では噴水や滝も流れ、夜にはライトアップもある庄下川、この川
の上を多くの鳥たちが飛び交う喜ばしい川の再生。憩いの場である川のほとりを、もう
失ってはならない。　　　　　　　　　　　　　　   （解説：市政100周年新聞より）

＊阪神尼崎駅より徒歩５分＊

❖今月の表紙
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ガバナーズレター……………………………………
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ご協力に感謝します…………………………………
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訃報……………………………………………………
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阪神尼崎
至梅田

至三宮

アルカイック
ホール

庄
下
川

波洲橋

2号線

（上郡佐用）
山本　孝昭

（尼崎東）
一谷　宣宏

米山功労者（2回）

（神戸西神）
工藤　涼二

（神戸西神）
吉川　孝郎

米山功労者（9回）米山功労者メジャードナー（11回）

（神戸西神）
河合　敏三

（神戸垂水）
善國　高豊

米山功労者（6回）

（尼崎東）
田村　征介

米山功労者（3回）米山功労者（5回） 米山功労者（4回）

（上郡佐用）
森　　正春

（神戸西神）
池田　實行

（上郡佐用）
谷脇　裕子

（上郡佐用）
寺本　英徳

（上郡佐用）
堤　　好美

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
池田　雅子

（神戸垂水）
藤田　和昭

米山功労者（1回）

（神戸西神）
折戸　善信

（神戸西神）
田中　康之

（上郡佐用）
宮本美智子

（神戸西神）
石津英一郎

◆年末年始休暇のお知らせ
　ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所：12月29日㈭～１月４日㈬

米山功労者（2回）

ガ バ ナ ー 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

故　荒巻　順一　氏（神戸東灘）
10月26日　享年75歳

訃 報

故　長部　謙吾　氏（甲子園）
10月27日　享年91歳

故　福田　孝治　氏（明石北）
11月５日　享年68歳

（上郡佐用）
朝来　忠平

（上郡佐用）
箸蔵　法岳

（上郡佐用）
田村　栄子

（上郡佐用）
大澤　直子

ポールハリス・フェロー

（上郡佐用）
影山　裕一

（上郡佐用）
宮本美智子
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クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神 戸 有 馬
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神戸ハーバー
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

4
4
4
4
4
4

4
4
5
4
4
4

4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

当月末 増減
平均出席率
％

88.19
92.68
98.00
90.97
93.38
91.30
92.42
81.10
95.19
87.04
89.75
91.66
77.21
86.99
100.00
82.40
82.50
89.89
79.77
88.00
87.09
94.56
82.50
100.00
91.63
88.15
100.00
90.60
100.00
93.43
86.78
85.21
93.96
85.42
79.73
87.50
82.70
85.90
88.47
94.68
71.90
92.00
80.00
91.00
83.45
81.81
85.41

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
　
７

神
戸
第
二
　
　
　
８

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計
　75RC

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

クラブ名 2016年
7月1日

会 員 数

例会数

4
4
4
4

3
4
4
3
4

4
4
4
4
3

4
4
4
4
4

4
4
4
3
4
4

4
4
4
4

4
4
4
4
4

当月末 増減 女性
平均出席率
％

94.88
99.22
93.84
92.16
95.03
100.00
87.91
87.48
96.40
91.10
92.58
100.00
97.60
100.00
96.56
100.00
98.83
91.13
87.93
90.28
91.38
85.23
89.19
93.59
98.23
84.17
100.00
83.03
100.00
93.17
88.79
100.00
94.02
100.00
95.70
95.56
88.10
96.82
98.75
89.56
93.76
91.50

36
42
44
38
31
23
214
44
32
25
22
12
21
156
52
43
40
33
27
25
220
22
22
43
50
36
7
34
25
239
151
110
31
9
80
14
21
416
54
32
22
31
13
37
39
21
249

36
41
44
37
32
23
213
45
33
25
22
13
22
160
52
44
40
35
29
25
225
23
22
45
51
38
7
34
27
247
157
111
31
9
81
14
21
424
54
32
22
29
13
35
38
22
245

0
-1
0
-1
1
0
-1
1
1
0
0
1
1
4
0
1
0
2
2
0
5
1
0
2
1
2
0
0
2
8
6
1
0
0
1
0
0
8
0
0
0
-2
0
-2
-1
1
-4

◆クラブ数……………………………………　75RC
◆2016年７月１日　クラブ会員数………2,831人
◆2016年10月末　　クラブ会員数………2,871人
◆2016年10月末女性会員数………………　114人
◆2016年10月平均出席率…………………91.50％
◆増　減………………………………………　　40人増

国際ロータリー第2680地区　2016年10月出席報告

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

合計

43
40
45
24
152
37
76
56
42
15
226
54
40
36
45
32
207
38
29
21
38
21
147
88
79
73
67
28
5

340
36
40
49
23
148
39
22
14
21
21
117

2,831

48
40
45
24
157
38
78
57
42
15
230
53
42
36
45
32
208
37
29
19
38
22
145
93
81
73
69
28
5

349
36
40
49
22
147
41
22
15
21
22
121

2,871

5
0
0
0
5
1
2
1
0
0
4
-1
2
0
0
0
1
-1
0
-2
0
1
-2
5
2
0
2
0
0
9
0
0
0
-1
-1
2
0
1
0
1
4
40

0
1
0
0
1
3
0
0
2
1
6
0
1
2
1
0
4
1
4
0
1
0
6
0
0
2
2
0
0
4
0
2
4
7
13
0
0
0
0
2
2

114

事務所
〒650-0046  兵庫県神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail murotsu2680@triton.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  室 津　義 定

女性

1
0
0
2
4
1
8
0
5
0
3
0
10
18
0
0
2
3
2
6
13
2
0
0
0
0
0
9
6
17
0
0
3
0
0
0
3
6
5
0
1
5
0
1
3
1
16


